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この夏おいしい神戸味Ｉ情報

１
５６
１

カ
ッ
ト
／
港
野
千
穂

★
中
村
友
一

〈
緬
琴
雑
趨
社
長
・
神
戸
真
珠
親
睦
会
〉

実
家
が
文
政
創
業
の
京
都
の
料
理
屋

な
の
で
、
味
に
は
咲
け
ら
れ
、
神
戸
の

味
も
十
分
堪
能
し
た
。
著
名
店
は
推
奨

者
も
多
い
の
で
自
分
の
会
社
の
隣
組
二

店
に
つ
い
て
一
言
。
中
山
手
一
丁
目
の

象
ピ
ル
五
階
「
ふ
る
さ
と
」
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
の
小
料
理
屋
だ
が
、
魚
が
新
鮮

で
、
釜
め
し
と
岨
汁
が
好
評
。
象
ピ
ル
を

少
し
南
に
下
り
た
「
う
ら
し
ま
」
の
主

人
は
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
修
業
し
た

人
で
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
酢
キ
ャ
ベ
ツ
の

鍋
焼
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
風
味
が
あ
る
。

☆
佐
藤
悦
枝

〈
壷
詞
ト
フ
ラ
ワ
ー
ミ
モ
ザ
グ
ル
ー
プ
〉

和
食
懐
石
料
理
馳
走

割
烹
料
理
狸
々

こ
ま
つ
特
製
カ
レ
ー

中
華
神
戸
元
町
別
舘
牡
丹
園
ｌ
旬
の

物
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

一
番
館
そ
の
日
の
お
推
め
品

千
代
そ
の
日
の
お
椎
め
品

洋
食
グ
ー
ニ
ー

赤
ち
ゃ
ん
ス
・
ヘ
シ
ャ
ル
カ
ッ

お
好
焼
ど
ん
ど
ん

串
か
つ
異
人
屋

☆
蟻
田
尚
邦

〈
岬
詩
唾
細
掛
シ
ヤ
ル
パ
ン
テ
ィ
ェ
〉

店
名
と
け
い
や

品
名
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

『
と
け
い
や
」
、
『
い
ろ
り
や
』
と
い
う
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潔鍵

と
何
と
な
く
大
衆
的
な
店
と
し
て
一
部

の
人
達
に
は
受
け
と
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
こ
こ
の
『
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
』

だ
け
は
他
で
は
味
わ
え
ま
せ
ん
。
ピ
ー

マ
ン
、
玉
ね
ぎ
は
多
少
抵
抗
を
感
じ
ま

す
が
、
お
皿
に
並
べ
ら
れ
た
肉
の
美
し

さ
と
、
お
い
し
さ
、
そ
し
て
ゴ
マ
ダ
レ

と
ぼ
ん
ず
の
微
妙
な
味
わ
い
は
絶
品
で

す
。☆

新
井
和
宏

八
㈱
ト
ッ
プ
ナ
ッ
チ
神
戸
支
店
長
Ｖ

中
華
料
理
屋
「
高
雄
」
の
妙
飯
。
中

華
の
同
業
者
連
中
も
こ
こ
が
神
戸
で
一

番
う
ま
い
と
言
っ
て
い
る
。
あ
い
そ
な

し
、
安
い
。

長
田
の
お
好
み
焼
屋
「
尾
瀬
」
。
早

い
、
安
い
、
う
ま
い
。
目
玉
は
キ
ム
チ

ヤ
キ
メ
シ
。

北
野
の
「
ス
イ
ス
シ
ャ
レ
ー
」
、
ウ
イ

ン
ナ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ッ
ェ
ル
な
ど
最
高
。

し
め
く
く
り
に
飲
み
屋
を
１
軒
。

「
あ
ぶ
は
ち
」
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
￥
６
０

０
カ
ラ
オ
ケ
な
し
、
テ
レ
ビ
あ
り
、

あ
い
そ
な
し
。

☆
マ
リ
ー
ロ
ー
ズ
・
石
黒

八
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
Ｖ

「
ゲ
イ
ロ
ー
ド
」
の
チ
キ
ン
タ
ン
ド

リ
と
オ
ニ
オ
ン
ブ
レ
ッ
ド
。
こ
こ
で
は

卓
上
の
ピ
ク
ル
ス
が
好
き
な
だ
け
食
べ

ら
れ
る
。
「
群
愛
飯
店
」
の
春
巻
、
レ
タ

ス
包
み
。
唐
辛
子
の
き
い
た
特
製
の
ソ

ー
ス
（
ど
の
料
理
に
も
合
う
）
を
特
別

に
た
の
ん
で
出
し
て
も
ら
う
。
軽
く
食

事
を
と
い
う
時
は
う
ど
ん
屋
へ
。
外
国

人
に
と
っ
て
は
ど
こ
の
う
ど
ん
も
美
味

し
い
の
で
す
。
「
シ
ェ
ー
キ
ー
ズ
」
の

ピ
ッ
ツ
ア
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
食
べ
放

題
で
味
も
い
い
。

☆
松
本
憲
一
郎
八
医
師
Ｖ

「
群
愛
飯
店
」

い
ろ
い
ろ
あ
る
中
で
も
、
シ
チ
ュ
ー

の
や
き
そ
ば
（
た
れ
で
通
じ
る
）
。
安

く
て
、
量
が
あ
っ
て
お
い
し
い
。

「
伊
藤
グ
リ
ル
」

Ｂ
コ
ー
ス
（
￥
２
５
０
０
）
を
す
す
め

る
。
こ
こ
の
ス
ー
プ
は
定
評
が
あ
る
。

ア
ラ
カ
ル
ト
の
一
品
は
相
談
に
の
っ
て

く
れ
る
の
で
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
も
の
も

多
い
。
グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
も
デ
ザ
ー
ト

も
他
の
店
に
な
い
味
が
楽
し
め
る
。
特

に
バ
バ
ロ
ア
が
逸
品
。

☆
細
川
町
子

八
料
理
研
究
家
Ｖ

「
銀
串
」
…
一
串
一
串
た
ん
ね
ん
に

焼
か
れ
た
焼
鳥
は
た
れ
焼
も
塩
焼
も
美

味
。

「
オ
ー
ベ
ッ
ク
フ
ァ
ン
」
…
季
節
感

5７

驚驚灘錫８

灘
‐蟻

いつも満員の神戸元町別舘牡丹園

を
折
り
込
ん
だ
定
食
の
中
か
ら
好
き
な

も
の
を
選
び
、
デ
ザ
ー
ト
は
何
種
類
で

も
少
し
ず
つ
食
べ
ら
れ
る
。
最
高
の
満

足
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
紅
宝
石
」
…
そ
の
日
の
海
幸
で
好

き
な
食
べ
方
で
調
理
し
て
も
ら
え
ま

す
。
正
月
用
の
中
国
餅
は
も
う
一
度
食

べ
た
い
味
で
す
。

☆
』
永
田
曲
〈
子

八
㈱
永
田
良
介
商
店
（
洋
家
具
）
Ｖ

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
一
品

和
食
ｌ
東
栄
弥
の
天
ぷ
ら
定
食
（
三
宮
２
）

東
ち
か
ら
餅
の
う
ど
ん
は
抜
群
（
三
宮

２
）洋

食
Ｉ
ト
ー
ア
グ
リ
ル

タ
ン
シ
チ
ュ
ー
、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー

等
煮
込
料
理

コ
ム
・
シ
ノ
ワ
（
南
京
町
）

フ
ラ
ン
ス
料
理
独
特
の
ソ
ー
ス
が
美

味
上
等
の
ラ
ン
チ
。
ケ
ー
キ
も
格
別

中
国
Ｉ
神
戸
元
町
別
舘
牡
丹
園

シ
ユ
ウ
ョ
ウ

焼
肉
Ｉ
皮
付
の
焼
豚

チ
ン
サ
ン
ホ
ン

煎
生
牡
蛎
Ｉ
牡
蛎
の
お
好
焼

☆
緒
方
し
げ
を

八
鎚
刀
耳
鼻
科
院
長
・
写
真
家
Ｖ

「
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ
・
リ
ヨ
ン
」

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
２
丁
目
璽
１
６

シ
ェ
フ
の
山
崎
氏
は
フ
ラ
ン
ス
料
理

の
本
場
リ
ヨ
ン
に
て
修
業
、
ア
レ
ッ
ク

ス
氏
の
流
れ
を
汲
み
、
伝
統
的
な
古
典

料
理
に
と
り
組
ん
で
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
料
理
勲
章
保
持
者
。
マ
グ
ロ
黒
こ
し

ょ
う
風
味
、
キ
ノ
コ
、
ア
サ
リ
、
小
エ

ビ
ぞ
え
等
秀
逸
。

一
一

撫
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満
足
。ス

タ
ッ
フ
は
オ
ー
ナ
ー
夫
人
以
下
全

員
女
性
。
み
な
さ
ん
の
笑
顔
と
さ
り
げ

な
い
野
の
花
も
ご
き
げ
ん
。

☆
木
下
佳
通
代

八
美
術
家
Ｖ

和
食
’
八
鼓
狸
庵
Ｖ
ぞ
う
す
い
と
お
か

ら
八
淡
海
Ｖ
て
つ
ち
り

フ
ラ
ン
ス
料
理
’
八
ラ
・
タ
ー
ブ
ル
Ｖ

魚
料
理
と
マ
ル
キ
ド
シ
ョ
コ
ラ

ト
ル
コ
料
理
ｌ
ハ
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
Ｖ

ム
サ
カ

ィ
ン
ド
料
理
ｌ
ハ
デ
リ
ー
Ｖ
チ
キ
ン
カ

レ
ー

中
国
料
理
’
八
菖
秀
園
Ｖ
山
菜
包
八
愛

園
Ｖ
蟹
料
理
八
束
亜
食
堂
Ｖ
お
か
ゆ

☆
黒
崎
勇

八
甲
南
十
傘
教
授
Ｖ

一
番
気
軽
に
行
く
の
は
場
所
的
に
も

便
利
な
『
ア
サ
ヒ
ビ
ア
ハ
ウ
ス
・
コ
ウ

ベ
』
。
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
と
し
て
も
最

適
な
「
か
に
甲
ら
焼
」
は
安
く
て
う
ま

い
。ち

ょ
っ
と
落
着
い
て
食
事
を
す
る
の

は
『
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
』
。
月
変
り
の
メ

ニ
ュ
ー
が
楽
し
い
。

☆
駒
井
利
枝

八
船
会
社
勤
務
Ｖ

『
五
事
』
民
芸
風
な
素
朴
な
た
た
ず
ま

い
で
、
民
具
や
器
は
、
御
主
人
の
趣
味

で
集
め
た
骨
董
品
。
肉
料
理
コ
ー
ス
と

〃
る
い
く
〃
が
お
進
め
。

『
精
養
軒
』
西
洋
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
小

皿
料
理
が
お
推
め
。
一
一
膳
に
十
八
の
小

皿
が
の
り
、
田
舎
風
フ
ラ
ン
ス
料
理
が

種
々
並
ぶ
。

『
グ
ー
ニ
ー
』
フ
ラ
ン
ス
料
理
美
味
。

『
紅
宝
石
』
カ
エ
ル
の
唐
揚
げ
、
海
鮮

料
理
が
有
名
。

☆
三
浦
紘
朗

八
ラ
ジ
オ
関
西
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
Ｖ

家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
し
て
ゆ
っ
く
り
過

ご
す
の
が
、
ま
き
ば
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
西

区
神
出
東
）
お
薦
め
は
、
ま
き
ぱ
ラ
ン

チ
。
ト
ン
カ
ッ
＋
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー

＋
季
節
の
つ
け
物
。
す
べ
て
手
作
り
で

８
０
０
円
。
食
後
、
子
ど
も
達
は
シ
チ

ュ
ー
（
大
５
０
０
円
、
小
２
５
０
円
）
の

催
促
。
親
は
コ
ー
ヒ
ー
２
８
０
円
で
大

ＡＩＥＡＧＡＷＡのステーキは絶品

ト
ゥ
ー
ル
・
ド
ー
ル

神
戸
市
中
央
区
神
戸
港
地
方
ロ
ー
里
山

神
戸
の
夜
景
を
一
望
に
見
下
せ
る
諏

訪
山
展
望
台
に
あ
り
、
ガ
ラ
ス
張
り
の

フ
ロ
ア
で
の
夕
食
は
最
高
の
ム
ー
ド
。

若
鳥
の
キ
ノ
コ
づ
め
あ
ぶ
り
焼
き
等
う

け
て
い
る
。

グーニーの内山成昭氏

１
５８
１

ラインランドの名物料理

☆
金
正
郁

八
陶
芸
家
Ｖ

金
宝
酒
家
Ｉ
一
品
だ
け
な
ら
ア
バ
ラ
の

味
噌
煮
込
・
四
五
人
で
大
人
の
会
話

と
招
興
酒
が
あ
れ
ば
夜
は
早
く
暮
れ
て

い
き
ま
す
。

騒
皮
’
一
皿
、
一
万
二
千
円
の
サ
ー
ロ

イ
ン
ス
テ
ー
キ
は
絶
品
。
も
う
二
度
と

お
目
に
か
か
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
オ
ゴ

リ
だ
っ
た
の
で
余
計
お
い
し
か
っ
た
ノ
．

平
壌
冷
麺
Ｉ
朝
鮮
風
冷
麺
は
酢
と
洋
辛

子
、
唐
辛
子
が
効
い
て
、
暑
気
払
い
に

は
最
適
。
自
前
で
大
丈
夫
。

☆
小
曽
根
有

八
㈱
オ
ゾ
ネ
代
表
取
締
役
Ｖ

招
宿
模
（
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
内
）

懐
石
料
理

馳
走
懐
石
料
理

丁
ラ
ガ
ワ

騒
皮
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ

伊
藤
グ
リ
ル
お
ま
か
せ
懐
石
（
フ
ラ

ン
ス
風
）

ム
ー
ド
を
味
わ
い
、
ド
イ
ツ
的
雰
囲

気
で
食
事
を
楽
し
む
の
は
「
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
』
。
本
場
の
も
の
と
遜
色
の
な

い
「
ザ
ワ
ー
ブ
ラ
ー
テ
ン
」
を
ま
ず
お

す
す
め
し
た
い
。
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神
戸
元
町
別
舘
牡
丹
園
鼓
油
鶏
、
花

淑
妙
●
鶏

銀
寿
司
鯛
の
皮
つ
き
刺
身
又
は
に
ぎ

り
ほ
ぐ
し
に
ぎ
り

☆
宮
宗
英
子

八
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
Ｖ

「
ブ
ラ
ッ
セ
リ
ー
・
ド
・
ラ
。
ポ
ス
ト
」

阪
急
岡
本
南
バ
ス
停
沿
い
東
、
田
舎
風

の
イ
タ
リ
ア
料
理
店
。
パ
ス
タ
類
が
特

に
お
い
し
い
。
伽
円
ｌ
、
ラ
ン
チ
－
２

０
０
円
。
デ
ィ
ナ
ー
２
千
円
か
ら
。
ゆ

っ
く
り
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
料
理
が
運
ば

れ
る
の
で
デ
ー
ト
コ
ー
ス
に
は
最
適
デ

ス
。
お
昼
の
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
（
卿
円
）

手
づ
く
り
の
ケ
ー
キ
（
タ
ル
ト
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
）
が
あ
り
、
好
み
に
応

じ
て
切
り
分
け
て
く
れ
ま
す
。

若いスタッフが頑張るラ・ポスト

★
ク
ラ
ウ
ス
・
ク
ラ
ン

ハ
サ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
取
締
役
社
長
Ｖ

加
数
年
来
行
き
つ
け
の
「
武
蔵
」
の

と
ん
か
つ
。

夙
川
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
屋
「
ペ
リ
・

ゴ
ー
ル
」
。
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ロ
イ

識駕
織
聡

鷲§蕊§ｉ

5９

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
腕
を
磨
い
た
シ
ェ
フ
の

料
理
は
一
流
。
鴨
料
理
、
魚
料
理
、
何

を
食
べ
て
も
お
い
し
い
。
社
用
の
パ
ー

テ
ィ
ー
を
家
で
開
く
時
は
、
「
ぺ
り
・

ゴ
ー
ル
」
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
を
頼
む
。

食
器
類
と
下
ご
し
ら
え
し
た
料
理
を
持

っ
て
シ
ェ
フ
自
ら
ボ
ー
イ
を
従
え
て
や

っ
て
来
て
、
極
上
の
も
て
な
し
を
し
て

く
れ
る
。

★
池
上
忠
治

八
神
戸
大
学
教
授
Ｖ

三
宮
夕
ｌ
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
・
シ
ャ
ン

テ
ク
レ
ー
ル
の
マ
ト
ン
の
リ
ブ
・
ス
テ

ー
キ
。阪

急
六
甲
駅
近
く
の
一
番
館
四
川
飯

三
宮
か
ら
や
や
西
に
あ
る
め
ば
え

和
風
小
料
理
ど
れ
も
お
い
し
い
。

☆
張
恵
美

八
洋
装
店
デ
ザ
イ
ナ
ー
Ｖ

中
国
北
京
料
理
〃
燕
京
″
は
生
田
新

道
に
面
し
て
し
ゃ
れ
た
店
で
あ
る
。
大

小
宴
会
は
も
と
よ
り
お
好
み
コ
ー
ス
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
。
中

ク
ン
メ
ン

で
も
〃
湯
緬
″
（
汁
そ
ば
）
の
味
は
格

別
。
特
製
の
打
込
み
の
し
っ
か
り
し
た

そ
ば
、
に
ご
り
の
な
い
塩
味
の
ス
ー
プ

あ
っ
さ
り
し
て
い
て
こ
ぐ
が
あ
る
。
場

所
柄
ほ
ろ
酔
い
気
分
の
帰
り
な
ど
ち
ょ

っ
と
寄
っ
て
〃
湯
麺
″
を
、
…
…
お
す

す
め
し
た
い
一
品
で
あ
る
。

☆
川
上
勇

八
川
上
耳
外
咽
喉
科
Ｖ

ビ
ス
ト
ロ
。
ド
ゥ
・
リ
ヨ
ン
神
戸

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
草
分
け
山
崎
良
平
さ

ん
の
本
店
で
伝
統
的
仏
料
理
の
粋
。

巾
央
区
山
水
通
過
の
６

ジ
ャ
ン
ム
ー
ラ
ン
（
仏
料
理
）
美
木

剛
さ
ん
の
魚
介
料
理
は
い
ず
れ
を
と
っ

て
も
絶
品
の
味
。

巾
典
区
北
野
町
３
１
１
１
１

コ
ム
・
シ
ノ
ア
若
い
荘
司
索
夫
妻

の
新
ら
し
い
店
場
所
柄
気
取
ら
ぬ
新
鮮

な
味
と
配
色
の
新
仏
料
理
。

醐
恥
町
チ
ャ
ナ
ス
ク
エ
ア

☆
藤
原
清
子

八
消
水
焼
雲
楽
陶
苑
Ｖ

一
元
町
２
丁
目
浜
側
、
「
ロ
ビ
ン
ス
」
の

カ
レ
ー
は
特
別
か
ら
く
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

お
つ
け
も
の
が
特
微
で
お
店
の
マ
マ
さ

ん
の
お
手
製
で
す
。
息
子
さ
ん
は
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
コ
ッ
ク
さ
ん
で

す
。
マ
マ
さ
ん
は
正
直
な
方
で
い
つ
も

に
こ
に
こ
感
じ
の
良
い
店
で
す
。

☆
三
木
重
昭

八
会
社
役
員
Ｖ

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
ル
ー
サ
ロ
メ
。
木

造
り
の
落
着
き
と
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
暖

か
さ
が
す
ば
ら
し
く
我
家
の
居
間
で
く

つ
ろ
ぐ
感
じ
。
コ
ー
ス
料
理
を
一
品
と

み
な
し
て
八
千
円
の
シ
ェ
フ
お
す
す
め

コ
ー
ス
が
い
い
。
海
の
幸
の
オ
ー
ド
ブ

ル
４
品
が
そ
の
中
で
ウ
ニ
の
ム
ー
ス
逸

急な階段を昇った２階にある
ロピンスはカウンターだけの
小さな店。カレー１人前6 0 0
円（大盛8 0 0 円）
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は
、
阪
急
三
宮
西
口
と
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
の
間
に
店
開
き
す
る
の
が
午
後
９
時

か
ら
。
以
前
、
あ
の
松
田
優
作
が
ブ
ラ

シ
と
や
っ
て
き
て
、
お
い
し
い
と
誉
め

た
事
も
あ
る
。
と
に
か
く
、
は
し
ご
酒

の
後
は
天
一
軒
の
ラ
ー
メ
ン
こ
れ
つ
き

や
な
い
。

☆
松
川
善
禰

八
松
川
神
経
科
診
療
所
、
医
師
Ｖ

国
鉄
元
町
駅
東
口
の
山
側
に
群
愛
飯

店
と
い
う
中
国
料
理
店
が
あ
る
。
医
院

の
近
く
な
の
で
仕
事
を
終
え
て
気
軽
に

行
く
が
、
ヒ
レ
ス
ー
プ
、
レ
タ
ス
巻
の

二
品
は
必
ず
注
文
し
、
自
分
の
お
腹
ぐ

あ
い
に
あ
っ
た
品
数
を
一
品
ず
つ
追
加

で
き
る
便
利
さ
が
あ
る
。
中
国
料
理
と

い
う
と
ボ
リ
ュ
ウ
ム
が
多
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
こ
の
店
で
は
一
皿

ず
つ
に
盛
ら
れ
た
料
理
を
何
人
か
で
一

緒
に
食
べ
な
が
ら
、
食
事
時
間
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

☆
長
浜
リ
ッ
コ

八
リ
ッ
ッ
フ
ロ
ー
ラ
主
宰
Ｖ

〃
フ
ィ
ッ
シ
ャ
マ
ン
ズ
・
ポ
ー
ト
″

神
戸
に
来
ら
れ
た
お
客
様
を
、
よ
く

お
連
れ
す
る
の
が
こ
の
お
店
で
す
。

窓
か
ら
の
港
の
景
色
が
素
晴
ら
し
く

い
か
に
も
港
町
神
戸
ら
し
い
雰
囲
気
の

レ
ス
ト
ラ
ン
。
本
場
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
料

理
の
味
を
、
海
の
幸
コ
ー
ス
（
三
八
○

○
円
）
ト
ロ
ピ
カ
ル
コ
ー
ス
（
二
八
○

○
円
）
デ
ザ
ー
ト
に
マ
ン
ゴ
ゼ
リ
ー
、

グ
ア
バ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
お
手
軽
な
値

段
で
新
鮮
な
魚
貝
類
を
満
喫
さ
せ
て
く

i蕊蕊

☆
植
村
孝
一

八
班
Ａ
Ｃ
社
長
Ｖ

中
華
ｌ
ｌ
南
京
町
の
民
生
。
安
く
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
。
イ
カ
天
が
特
に
う

ま
い
。

寿
司
Ｉ
西
宮
苦
楽
園
の
大
天
寿
司

い
つ
も
満
員
だ
が
、
リ
ー
ゾ
ナ
ブ
ル
。

日
本
料
理
ｌ
し
げ
極

天
ぷ
ら
の
天
ふ
じ

鐙
好
み
焼
ｌ
美
作
の
う
す
焼

ス
テ
‐
キ
ー
班
＆
ｓ

洋
食
ｌ
西
宮
苦
楽
園
の
く
り
・
ゴ

ー
ル
。

☆
島
野
和
子

八
保
険
会
社
勤
務
Ｖ

会
社
帰
り
に
友
人
と
よ
く
行
く
の
は

甚
太
郎
と
い
う
割
烹
で
旬
の
魚
を
食
べ

に
行
き
ま
す
。
ご
主
人
が
気
さ
く
な
人

で
気
を
使
わ
ず
霊
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
地
下
の
ま
め
だ
も

カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の
小
さ
な
お
で
ん
屋

で
す
が
、
い
つ
も
一
杯
で
人
気
が
あ
り

ま
す
。
薄
味
で
タ
ネ
の
種
類
も
多
く
い

く
ら
で
も
食
べ
れ
ま
す
。
冬
は
錫
の
．

品
。
ア
ン
ト
レ
は
骨
付
仔
羊
の
ロ
ー
ス

ト
、
手
造
り
フ
ラ
ン
ス
菓
子
の
し
め
く

く
り
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
こ

の
コ
ー
ス
は
い
つ
食
べ
て
も
感
心
す
る

☆
小
川
梢

八
小
川
洋
裁
学
院
院
長
Ｖ

南
京
町
に
あ
る
「
花
扇
」
は
、
ま
だ

新
し
い
店
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
風
懐
石

料
理
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

奥
さ
ま
が
女
学
校
の
後
輩
と
聞
い
て
、

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
知
人
と
出
か
け
た
の

で
す
が
、
一
皿
一
皿
に
真
心
が
こ
も
っ

て
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
も
よ
く
こ
じ
ん
ま

り
と
行
き
届
い
た
お
店
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
味
も
確
か
で
す
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は

お
手
頃
な
値
段
で
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
す

ね
。
い
つ
ぺ
ん
で
気
に
入
り
ま
し
た
。

☆
金
本
健
二

八
㈱
モ
ー
ド
オ
リ
オ
ン
企
画
Ｖ

神
戸
な
ら
、
中
華
料
理
だ
。
フ
ル
コ

ー
ス
も
良
い
け
れ
ど
、
僕
達
に
一
番
な

じ
み
の
ア
イ
テ
ム
は
ラ
ー
メ
ン
。
ほ
ろ

酔
い
気
分
で
腰
か
け
る
屋
台
の
ラ
ー
メ

ン
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
『
天
一
軒
』

蝋
はしご酒の後は天一軒のラーメン

１
６０
１

れ
ま
す
。

今
の
若
者
も
昔
の
若
者
も
ト
ロ
ピ
カ

ル
な
ム
ー
ド
の
中
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
ナ

イ
ト
を
″
》

絶対おいしい民生のいか天
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御
影
の
ア
ン
ナ
。
ベ
ラ
は
ア
ン
テ
ィ

パ
ス
ト
が
お
い
し
い
。

芦
屋
の
叩
色
目
㎡
国
胃
の
は
竹
園
の

経
営
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
価
格
も

良
心
的
な
の
で
外
人
客
が
多
い
。
タ
ー

タ
ス
テ
ー
キ
や
ス
ペ
ア
リ
ブ
を
よ
く
注

文
す
る
。
サ
ラ
ダ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は

ま
る
や
か
な
味
で
な
か
な
か
の
も
の
。

き
た
る

☆
工
藤
来

八
工
藤
内
科
院
長
Ｖ

珍
重
に
す
べ
き
大
和
味

か
け
そ
ば
国
体
道
布
引
庵

す
し
鯉
川
筋
三
徳

ツ
プ
で
飲
む
熱
畑
も
い
い
よ
う
で
す

ね
。
女
性
客
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

中
華
料
理
は
新
愛
園
。
何
で
も
お
す

す
め
で
き
ま
す
が
、
冬
は
ホ
ー
コ
ー
鍋

等
グ
ル
ー
プ
で
囲
む
と
い
い
で
す
ね
。

☆
藤
本
ハ
ル
ミ

ハ
ク
チ
ュ
ー
ル
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
Ｖ

お
気
に
入
り
の
店
は
フ
ラ
ン
ス
料
理

の
グ
ー
ニ
ー
、
日
本
料
理
の
し
げ
松
、

新
鮮
な
魚
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
鴨
鶴

で
す
。
こ
の
三
店
に
共
通
し
て
い
る
こ

と
は
、
ご
主
人
が
イ
キ
が
よ
く
、
料
理

に
打
ち
込
ん
で
お
り
、
素
材
の
吟
味
が

確
か
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
い

つ
行
っ
て
も
満
足
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

女
性
同
士
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
シ
ェ

・
ラ
・
メ
ー
ル
に
し
む
ら
が
い
い
で
す

ね
。
店
内
の
雰
囲
気
も
重
厚
で
、
石
川

シ
ェ
フ
の
料
理
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
の
で

女
性
客
に
は
人
気
が
高
い
よ
う
で
す
。

☆
長
田
正
道

八
㈱
甲
南
学
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
Ｖ

店
名
カ
ル
ニ
ボ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
料
理
）

御
影
山
手
幹
線
沿
い
に
あ
る
。
一
一
十

人
も
入
れ
ば
満
席
に
な
る
が
、
調
度
品
、

食
器
な
ど
、
す
べ
て
吟
味
さ
れ
、
南
フ

ラ
ン
ス
の
小
粋
な
レ
ス
ト
ラ
ン
を
思
わ

せ
る
。
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
の
オ
ー
ド
ブ
ル

に
は
じ
ま
り
、
魚
料
理
を
メ
イ
ン
に
し

た
洋
風
懐
石
（
七
千
円
）
や
、
ァ
。
ラ

・
カ
ル
ト
（
三
千
円
程
度
）
で
は
、
あ

っ
さ
り
し
た
ヌ
ー
ベ
ル
・
キ
ュ
イ
ジ
ー

ヌ
（
新
フ
ラ
ン
ス
料
理
）
の
絶
妙
な
味

わ
い
が
楽
し
め
る
。
ピ
ラ
フ
（
千
円
）

な
ど
手
軽
な
食
事
も
で
き
る
の
で
昼
食

に
よ
く
利
用
す
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
も
行

き
届
い
て
、
い
つ
行
っ
て
も
気
持
の
よ

い
店
で
あ
る
。

☆
吉
村
繁

八
会
社
員
Ｖ

岡
本
の
ア
リ
・
フ
ラ
ン
セ
の
メ
ニ
ュ

ー
、
小
さ
な
四
季
は
春
夏
秋
冬
を
通
じ

て
食
べ
て
み
て
、
わ
り
と
気
に
入
っ
て

い
る
。

鰯隠騨騨

鴬間
石川辰雄シェフ

１
６１
１

フランス料理の老舗エスカルゴ

蔑零認塚

岡本で人気のアリ・フランセ

て
ん
ぷ
ら
宝
塚
ホ
テ
ル
つ
る
や

ス
テ
ー
キ
卜
・
ア
ロ
ー
ド
み
や
す

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
三
宮
町
一
エ
ス
カ

ル
ゴ
元
町
一
ロ
ビ
ン
ス

中
華
料
理
ふ
か
ひ
れ
ポ
！
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
羽
階
緊
景
園

南
京
町
民
生

☆
楊
義
為

八
商
除
貿
易
Ｖ

神
戸
一
元
町
別
舘
牡
丹
園
へ
は
、
ほ
と

ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て
い
る
が
、

そ
の
日
に
入
荷
し
た
材
料
を
一
番
適
し

た
方
法
で
料
理
し
た
も
の
が
美
味
し

い
。
滋
養
の
あ
る
ク
レ
ソ
ン
の
ス
ー
プ

も
う
ま
い
。

ス
テ
ー
キ
は
松
本
さ
ん
と
い
う
ご
主

人
が
一
人
で
し
て
い
る
Ｍ
＆
Ｓ
が
良
い

狭
い
カ
ウ
ン
タ
ー
の
店
だ
が
、
値
段
の

わ
り
に
肉
質
が
よ
い
。
ス
テ
ー
キ
は
炭

焼
き
の
後
鉄
板
で
仕
上
げ
、
ス
ー
プ
や

他
の
一
品
も
そ
れ
ぞ
れ
に
味
が
あ
る
。

本
当
は
あ
ま
り
教
え
た
く
な
い
店
だ
。

★
浅
井
知
子

八
家
郡
手
伝
い
Ｖ

西
宮
の
苦
楽
園
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
料
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や
き
と
り
の
唖
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
／
あ

っ
さ
り
し
た
味
で
女
性
を
案
内
し
て
も

喜
ば
れ
る
。
安
い
の
も
い
い
。

堂
賀
／
田
舎
そ
ば
の
ざ
る
に
限
る
。

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｏ
／
若
い
夫
婦
が
経
営

す
る
新
し
い
店
で
フ
ラ
ン
ス
風
懐
石
を

食
べ
さ
せ
る
。
ア
・
ラ
。
カ
ル
ト
が
旨

い
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
い
つ
も
満
員
。

御
影
の
柿
家
八
す
し
Ｖ
盛
り
合
わ
せ

（
上
）
が
値
打
ち
あ
り
。

☆
今
井
芳
男

八
㈱
軽
常
企
画
セ
ン
タ
ー
取
締
役
Ｖ

洋
食
屋
八
ガ
ル
フ
Ｖ
長
年
船
の
コ
ッ
ク

長
を
し
て
い
た
ご
主
人
が
家
族
と
一
緒

に
や
っ
て
い
る
の
で
味
に
は
年
季
が
。

ス
ペ
ア
リ
ブ
や
タ
ン
、
タ
ー
タ
ー
ス
テ

ー
キ
な
ど
お
い
し
い
。

イ
タ
リ
ア
料
理
八
プ
チ
・
ト
マ
ト
Ｖ
茄

子
の
グ
ラ
タ
ン
が
お
す
す
め
。

龍
簿
そ
ば
－
こ
く
の
あ
る
ラ
ー
メ
ン
が

名
物
。
酢
ワ
ン
タ
ン
は
酒
の
肴
に
。

☆
北
浦
洋
子

八
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
Ｖ

シ
ー
サ
イ
ド
・
ク
ラ
ブ
・
パ
レ
ス
塩

屋
。
神
戸
で
南
フ
ラ
ン
ス
的
な
ム
ー
ド

を
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
こ
こ
だ
け

で
す
。
ハ
ン
サ
ム
な
桑
野
シ
ェ
フ
の
フ

★
川
井
理
子

八
航
空
会
社
勤
務
Ｖ

ロ
ッ
ク
・
キ
ャ
ビ
ン
（
洋
食
屋
）
の
ピ

プ
カ
ッ
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
。
ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
も
お
い
し
い
で
す
。

堂
賀
（
手
打
ち
の
藩
麦
）
何
で
も
一
味

違
う
が
ゆ
ず
き
り
が
好
物
。

エ
ス
カ
ル
ゴ
（
フ
ラ
ン
ス
料
理
）
海
老

の
煮
込
み
を
よ
く
注
文
す
る
。

豊
国
（
焼
き
と
り
）

家
族
庵
（
麺
類
）
八
西
宮
・
甲
東
同
Ｖ

な
く
焼
う
ど
ん
。

☆
近
藤
勝
則

人
同
和
火
災
海
上
神
戸
支
店
勤
務
Ｖ

イ
タ
リ
ア
料
理
ｌ
プ
チ
・
ト
マ
ト
、
ゴ

ー
ニ
ー

理
の
プ
レ
・
キ
ャ
ト
ラ
ン
は
味
が
よ
く

飾
り
付
け
も
繊
細
で
、
な
か
な
か
素
敵

な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
店
内
は
シ
ン
プ

ル
で
三
十
人
も
入
れ
ば
一
杯
と
い
う
こ

じ
ん
ま
り
し
た
店
で
、
シ
ェ
フ
は
パ
パ

ガ
ョ
か
ら
独
立
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ロ
ー
ス
ト
ピ
ー
フ
が
有

名
で
す
が
、
土
地
柄
シ
ー
フ
ー
ド
メ
ニ

ュ
ー
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
す

ね
。
．
ｉ
ス
は
一
万
円
位
か
ら
で
す
。

通には評判の堂賀

イ
ン
ド
料
理
ｌ
ゲ
イ
・
ロ
ー
ド

鮪
１
又
平
、
ち
ょ
っ
と
高
い
新
富

鉄
板
焼
ｌ
大
西
八
東
門
筋
Ｖ

☆
木
下
勝
康

八
教
師
Ｖ

お
す
す
め
ラ
ン
チ

楽
園
八
南
京
町
Ｖ
五
目
や
き
そ
ば
（
１

０
０
０
円
）
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

エ
リ
ー
ト
セ
ブ
ン
・
ち
び
っ
こ
え
び
フ

ラ
イ
（
１
，
２
０
０
円
）
吉
兵
衛
．
か

つ
井
（
４
５
０
円
）
近
藤
飯
店
・
さ
し

み
定
食
（
６
５
０
円
）
小
燕
京
・
中
唯

ラ
ン
チ
（
６
５
０
円
）
我
楽
多
・
定
食

（
５
５
０
円
）
国
鉄
三
宮
駅
東
出
口
構

内
の
立
ち
食
い
う
ど
ん
屋
の
ス
タ
ミ
ナ

う
ど
ん
（
３
０
０
円
）

西
宮
北
口
の
並
木
ず
し

☆
南
ゆ
う
子

八
詩
人
Ｖ

芦
屋
打
出
の
京
料
理
わ
ら
び
の
里
は

胴
家
を
改
造
し
た
風
情
の
あ
る
料
亭

で
、
接
待
に
よ
く
使
い
ま
す
。
同
じ
く

芦
屋
の
し
て
ん
お
う
と
い
う
炉
ぱ
た
焼

屋
は
ネ
タ
が
よ
く
、
お
す
す
め
、
も
う

一
軒
阪
神
芦
屋
山
側
の
鶴
屋
は
魚
屋
さ

ん
の
直
営
で
魚
が
新
鮮
。
鯛
の
造
り
や

て
つ
さ
等
美
味
。

☆
田
村
友
彦

八
㈱
フ
ァ
ミ
リ
ア
常
務
取
締
段
Ｖ

旨
い
が
高
い
店
は
多
い
の
で
味
と
値

段
は
リ
ー
ゾ
ナ
ブ
ル
な
店
を
。

招
福
楼
の
弁
当
六
千
円
は
安
い
。

麻
布
キ
ャ
ン
テ
ィ
／
ス
パ
ゲ
テ
ィ
バ
ジ

リ
コ
以
下
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
い
け
る
。

若い夫婦が経営するナンジャロー

H２

蝿
鱗
騨
趨
駕
…
絢
撫
織
蕊蕊
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ど
が
美
味
し
い
。

中
国
料
理
／
庶
民
的
な
店
な
ら
三
宮
の

「
燕
京
」
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
「
海

皇
」
は
海
鮮
料
理
の
店
。
山
と
海
が
望

め
る
眺
望
も
ス
テ
キ
。

ラ
ン
ス
仕
込
み
の
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん

に
用
い
た
料
理
、
特
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ブ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ス
が
お
気
に
入
り
で
す

潮
風
が
快
い
日
に
は
テ
ラ
ス
で
海
を
ぼ

ん
や
り
見
つ
め
た
り
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
ィ

ム
も
私
に
は
や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
。

塩
屋
の
土
地
柄
の
せ
い
か
、
コ
ン
サ

ー
ト
で
西
神
戸
へ
の
歴
り
に
は
、
ク
ル

マ
を
止
め
て
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
よ
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

☆
藤
原
明
子

八
ヴ
ァ
ン
ス
タ
ジ
オ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
Ｖ

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
ピ
ル
の
ム
ー
ニ
ー
ク

ル
ー
ズ
は
好
み
の
メ
ニ
ュ
ー
を
一
皿
ず

つ
選
ん
で
、
料
理
に
合
う
カ
ク
テ
ル
や

ワ
イ
ン
を
楽
し
め
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
感

覚
の
お
店
。
夏
に
は
冷
た
い
ラ
タ
ト
ゥ

イ
ュ
や
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
風
味
が
効
い
た

ム
ー
ル
貝
の
ム
ー
ニ
ー
風
な
ど
。

最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
別
舘
牡
丹
園
岡

本
店
は
一
見
カ
フ
ェ
バ
ー
を
思
わ
せ
る

明
る
い
イ
ン
テ
リ
ア
の
中
華
料
理
店
。

あ
っ
さ
り
し
た
広
東
風
味
で
、
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
親
し
み
や
す
い
。
飲

物
も
種
々
あ
り
ま
す
。

シーサイド・クラブ・パレス塩屋

☆
松
原
洋

八
写
真
家
Ｖ

や
き
と
り
の
風
林
坊
は
普
通
と
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
手
の
込

ん
だ
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
店
。

平
野
に
あ
る
懐
石
料
理
の
祥
容
庵
も

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
心
の
こ
も
っ

た
手
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
。

☆
新
谷
誘
紀

八
彫
刻
象
Ｖ

イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
が
好
物
な
の
で
そ

れ
に
合
う
イ
タ
リ
ア
料
理
の
店
を
。

ド
ン
ナ
ロ
イ
ャ
は
本
格
的
な
南
部
イ
タ

リ
ア
の
味
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

イ
ン
テ
リ
ア
か
ら
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か

ら
全
て
イ
タ
リ
ア
的
空
間
で
す
。
そ
れ

と
対
称
し
て
日
本
人
に
親
し
み
易
い
イ

タ
リ
ア
北
部
系
の
味
が
ア
ン
ナ
・
ベ
ラ

と
ベ
ル
ゲ
ン
で
す
。
ど
の
店
で
も
コ
ッ

ク
さ
ん
の
手
腕
が
光
る
そ
の
日
の
お
す

す
め
メ
ニ
ュ
ー
と
シ
ン
プ
ル
な
ス
パ
ゲ

テ
ィ
を
注
文
し
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

イ
ン
テ
リ
ア
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い

る
の
が
も
ん
。
ミ
ラ
ノ
風
カ
ッ
レ
ッ
ー

い
わ
ゆ
る
ト
ン
カ
ッ
が
美
味
で
す
よ
。

☆
西
本
正
子

八
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
Ｖ

和
食
／
岡
本
の
焼
き
鳥
と
釜
飯
の
「
山

形
や
裕
久
」
。
古
い
陶
器
に
料
理
が
盛

ら
れ
て
出
て
来
る
。
「
あ
こ
や
亭
」
は

手
打
ち
う
ど
ん
の
老
舗
。

洋
食
／
「
グ
ニ
ー
」
。
落
ち
着
い
た
い

い
ム
ー
ド
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
店
。

ウ
ニ
の
ス
ー
プ
や
ビ
ー
フ
の
串
焼
き
な

１
６３

☆
平
島
健
次
郎

八
Ｈ
本
企
業
促
進
㈱
社
長
Ｖ

安
く
て
う
ま
い
と
迄
は
行
か
な
く
て

も
、
値
段
も
適
正
で
う
ま
い
料
理
を
食

べ
さ
せ
て
く
れ
る
店
は
世
界
的
に
ご
無

沙
汰
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
満
足
さ
せ

て
く
れ
る
の
が
京
町
の
シ
ン
エ
ー
ビ
ル

七
階
に
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
だ
。

見
せ
か
け
だ
け
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
幅

を
き
か
せ
て
い
る
こ
の
頃
だ
が
、
此
処

の
ス
ー
プ
と
デ
ザ
ー
ト
の
味
は
正
真
正

銘
の
フ
ラ
ン
ス
の
味
だ
。
こ
れ
も
甲
南

大
を
出
て
リ
ヨ
ン
大
学
に
学
ん
で
ス
ー

プ
・
ソ
ー
シ
エ
の
タ
イ
ト
ル
を
得
た
浅

木
店
主
の
お
人
柄
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。

同
君
は
ま
た
北
野
町
で
北
野
ク
ラ
ブ
を

経
営
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン

は
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
あ
っ
て
気
軽
に
友
達

や
家
族
と
く
つ
ろ
げ
る
の
は
有
難
い
。

八
順
不
同
Ｖ 御羊人と器がユニークな山形や裕久
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霧

戸

蝋
再
到鐸；

「
燕
尾
服
に
勲
一
等
の
勲
章
が
ピ
タ
リ

と
決
っ
て
い
る
の
は
石
野
さ
ん
の
お
人

柄
で
す
ね
」
と
、
発
起
人
の
坂
井
知
事
。

七
月
二
日
。
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
借
楽
の
間
で
、
太
陽
神
戸
銀
行
相
談

役
・
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭
の
石
野
信

一
氏
の
勲
一
等
受
章
を
祝
う
集
い
が
開

か
れ
約
五
○
○
人
が
集
っ
た
。

同
級
生
の
宮
崎
市
長
は
「
大
蔵
省
の

名
次
官
で
、
戦
時
間
も
な
く
〃
一
兆
円

予
算
″
の
言
葉
を
創
っ
た
の
は
調
査
部

長
の
頃
だ
と
思
う
。
阪
神
国
道
に
あ
る

御
影
工
業
高
校
を
国
か
ら
の
払
い
さ
げ

が
、
四
月
一
日
な
の
に
近
畿
財
務
局
長

に
ダ
メ
だ
と
叱
ら
れ
、
主
計
局
長
の
頃

に
泣
き
つ
い
て
解
決
し
て
も
ら
っ
た

（
笑
）
、
神
戸
、
関
西
、
そ
し
て
日
本
経

済
の
た
め
に
力
を
そ
そ
が
れ
た
当
然
の

勲
一
等
」
と
祝
辞
。

外
島
健
吉
前
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
土
井
芳
子
さ
ん

か
ら
花
束
を
贈
っ
た
。
喜
び
の
石
野
氏

は
「
五
月
七
日
に
陛
下
よ
り
勲
章
を
賜

わ
り
ま
し
た
。
昭
和
十
年
’
三
十
年
間

は
官
吏
と
し
て
、
四
十
二
年
か
ら
十
七

年
間
神
戸
で
、
太
陽
神
戸
銀
行
に
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
胆
の
う
の
手
術

を
七
○
才
に
な
っ
て
う
け
ま
し
た
が
こ

の
よ
う
に
元
気
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は

自
然
の
水
に
洗
わ
れ
る
よ
う
に
生
き
て

行
き
た
い
」
と
淡
々
と
語
る
。

祝
杯
は
乾
豊
彦
氏
が
音
頭
を
と
り
、

な
ご
や
か
な
会
場
に
は
、
奥
村
太
陽
神

戸
銀
行
頭
取
、
ミ
ノ
ル
タ
の
田
島
会

長
、
田
島
社
長
、
柏
井
健
一
氏
、
金
井

元
彦
氏
ら
多
彩
な
顔
ぶ
れ
。
さ
す
が
に

勲
一
等
は
立
派
な
勲
章
と
は
、
会
場
の

も
っ
ぱ
ら
の
声
で
も
あ
っ
た
。

写真右上／輝く勲一等を胸に石野信一会頭／上中は土井芳子さんから花束が／上左は知事・市長など発起人たち
写冥下右／ミノルタの田島会長、社長らと共に／下左／石野会頭を囲んで

灘
、

鱗撫鵜＜鐸灘鶏：

蛭
ｄ
発
叫

乾
等
顎

乱
虫公俣詮

話題のひろぱ

§iｌ癖
識
鍛
鋸
癖
藤
＃
燕
・
掻
斜
獅
岬
僻
軸
御
溺
職
識
織
耀

蕊ｉ
蝋

雛
騨

《轄
驚

群

鶏
品
聖
鞭
・
準

G 魂G 魂

懲灘蟻 『, 聴霊蕊愚綴溌 ■
済
野
信
一
氏
の
勲
一
等
受
賞
を
祝
う

自
然
の
水
に
洗
わ
れ

る
よ
う
に
生
き
た
い

(１１
蕊
鱗I 鍵 蕊鴬讐癖 謬

磯

田琵群鰯

驚； 総
溌箪

錨か

１
６４
１

概
睡

＃‐謡 織識’

$ 識蕊
;騨溌

鱗識iｉ

蕊皆

;識

;鴬

偲
榊
刊

'１ 蕊
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6５

感動と共感を
呼ぶ熱い雑誌

月
刊

ＮＥＷＨＥＡＲＴ○ＦＫＡＮＳＡｌＴＨＥＡＬＬＫＡＮＳＡｌ

ｧi全一ル関
▲

＝

８月 に．

ｱヲ
好評発売中
¥580(尋闇需）’

■Ｆ

Ａ』
ビ
ッ
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

現
代
の
巨
匠

今
昔
絵
双
紙
〈
４
〉
田
辺
聖
子

大
工
道
具
の
美
学
〈
離
輝
〉

特
別
寄
稿
「
大
阪
の
夏
」
藤
沢
桓
夫

小
説
太
陽
の
発
見
者
②
阿
部
牧
郎

誌
上
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
ザ
・
カ
ン
サ
イ
画

く
に
う
み
の
祭
典
を
め
ぐ
っ
て

日
本
の
宝
と
の
出
会
い
曝
法
隆
寺
玉
虫
厨
子
文
／
三
枝
和
子

空
か
ら
見
た
造
形
美
「
南
禅
寺
」

美
女
登
場
「
林
康
子
」
／
ス
タ
ー
ハ
イ
ラ
イ
ト
「
田
原
成
貴
」

評
伝
・
川
端
康
成
③
：
石
漬
恒
夫
》
罷
剥
祷
理
蒲
癖
総
独
偲
肘
畔
飢
‐

上
方
味
覚
紀
行
Ｉ
楠
本
憲
吉
》
殆
鯛
躍
砿
新
詫
誰
峻
封
盟
虹
騨

創
造
の
世
界
曇
三
洋
中
央
研
究
所
器
鋤
蝿
淵
然
蝿
噸
督
建
元
正
弘

特
集
・
京
都
四
条
河
原
町

■オーール関西株式会社/〒5 5 3 大阪市福島区福島3丁目1 - 5 9 イカリビル3階壷0 6 - 4 5 3 - 4 3 0 1
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峠
元
町
を

弧
⑩
ハ
イ
エ
レ
ガ
ン
ス
な

》
ゆ
と
り
の
町
に

本
日
は
、
元
町
に
出
店
さ
れ
て
お
ら

れ
る
専
門
店
の
方
有
に
お
集
り
い
た
だ

き
、
新
旧
と
り
混
ぜ
た
元
町
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
移
り
変
わ
り
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
御
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

属格ある専門店が多い元町通り

罰
､

騨蕊』
鴬鯵
簿

鶏 §

１
６６
１

て
い
っ
た
も
ん
で
す
。

小
川
母
親
が
子
供
の
服
を
選
ぷ
時
代

で
し
た
か
ら
ね
。
今
は
全
く
逆
で
す
ね
。

芦
原
私
の
小
さ
い
頃
は
、
お
店
の
名

前
で
着
る
も
の
を
選
ん
で
ま
し
た
。
今

み
た
い
に
ブ
ラ
ン
ド
名
で
選
ぶ
の
と
違

っ
て
ま
し
た
ね
。

堀
本
あ
そ
こ
の
服
を
着
た
い
た
め
に

働
い
て
る
人
も
い
た
く
ら
い
で
す
。

池
田
お
店
同
士
の
競
争
も
激
し
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

芦
原
も
ち
ろ
ん
で
す
。
競
い
合
っ
て

い
い
も
の
売
っ
た
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
感
覚
が
鋭
く
な
っ
た
の
で
す
よ
。

杉
崎
異
国
の
人
が
多
い
の
も
影
響
し

て
る
で
し
ょ
う
。

堀
本
外
国
人
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
間

近
に
見
ら
れ
た
と
い
う
の
は
や
は
り
、

大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
ま
す
ね
。

芦
原
杉
崎
さ
ん
は
、
東
京
か
ら
神
戸

へ
来
ら
れ
て
、
元
町
を
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
？

杉
崎
異
国
情
緒
が
あ
っ
て
、
ぬ
け
る

よ
う
な
空
の
青
さ
、
そ
こ
か
ら
来
る
、

明
る
さ
み
た
い
な
も
の
感
じ
ま
し
た
。

神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
特
に
元
町

は
、
東
京
よ
り
も
ナ
ウ
イ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
、
神
戸
の
人
は
結
構
、
高

級
品
指
向
で
す
ね
。

山
内
ブ
ラ
ン
ド
物
の
商
品
が
一
番
よ

く
回
転
す
る
の
は
神
戸
で
す
ね
。

芦
原
ニ
セ
モ
ノ
が
多
い
の
も
神
戸
で

す
（
笑
）
。
う
ち
に
く
る
お
客
さ
ん
に
も

よ
く
あ
の
商
品
は
本
物
で
す
か
？
と
間

ア
ー
ケ
ー
ド
な
ん
か
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
元
町
は
当
時
か
ら
あ
こ
が
れ

の
的
で
し
た
ね
。
元
町
へ
行
く
と
き
は

み
ん
な
お
シ
ャ
レ
し
て
い
っ
た
も
ん
で

す
。
私
は
、
山
手
の
女
学
校
が
終
わ
っ

た
後
で
、
５
丁
目
か
ら
１
丁
目
へ
歩
く

の
が
楽
し
み
で
し
た
ね
。
当
時
は
、
若

い
人
も
か
な
り
歩
い
て
た
ん
で
す
よ
。

芦
原
あ
の
頃
は
、
元
町
も
西
の
方
が

栄
え
て
ま
し
た
か
ら
ね
。

堀
本
当
時
か
ら
元
町
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
は
神
戸
の
最
先
端
を
行
っ
て
ま
し
た

芦
原
昔
の
元
町
に
は
パ
ワ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。
戦
後
一
番
に
復
興
し
た
の
は

元
町
三
番
街
で
し
た
ね
。

山
内
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
街
と
い
う
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
た
ん
で
し
ょ
う
。

芦
原
そ
う
で
す
。
ど
の
店
も
、
表
が

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
で
で
き
て
ま
し
た
か

ら
。
今
で
も
少
し
残
っ
て
ま
す
ね
。

杉
崎
元
町
に
は
以
前
か
ら
専
門
店
が

並
ん
で
た
の
で
す
か
？

堀
本
そ
う
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
、
洋

服
を
買
う
時
に
は
、
母
親
に
連
れ
ら
れ

★
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
伝
統
が

息
づ
く
街
、
元
町

小
川
私
が
学
生
の
頃
、
元
町
に
は
、

ガ
ス
灯
が
灯
っ
て
ま
し
て
、
も
ち
ろ
ん

§
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ら
し
い
街
に
し

か
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
時
は
本

物
が
持
ち
た
い
の
な
ら
買
え
ば
い
い

し
、
安
い
物
が
い
い
と
い
う
の
な
ら
他

の
店
へ
い
け
ば
い
い
と
い
う
ん
で
す
。

小
川
神
戸
の
人
は
、
流
行
よ
り
も
、

自
分
の
好
み
で
服
を
選
ぶ
の
で
、
商
売

し
に
く
い
で
す
ね
。

芦
原
東
京
の
人
は
、
新
し
い
も
の
が

で
た
ら
す
ぐ
飛
び
つ
く
。
し
か
し
、
神

戸
で
は
、
じ
っ
く
り
見
て
、
他
と
較
べ

て
、
本
当
に
気
に
入
っ
た
も
の
を
買
う
。

池
田
だ
か
ら
、
私
ど
も
が
三
番
街
へ

出
店
す
る
時
、
商
品
構
成
に
は
気
を
つ

か
い
ま
し
た
ね
。

三
越
と
い
う
と
、
呉
服
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
の
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
で
商
品

構
成
を
ま
と
め
よ
う
と
い
う
声
が
最
初

．
あ
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
う
ち
は
、

百
貨
店
な
の
で
、
規
模
は
小
さ
く
な
っ

ﾛ 蜘唖劃守感聖毎” ､ 一牌一一色 ･ 凸一切、

…
鴫 畠

山内孝彦
く大丸神戸店宣伝部長＞

芦原博之
くサノヘオーナー＞

小川梢
く神戸｢ 三越デザイナー＞

１
６７
１

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

☆
元
町
を
エ
レ
ガ
ン
ト
な
大
人
の
街
に

芦
原
三
越
が
一
一
一
丁
目
に
来
て
く
れ
て

実
は
た
の
も
し
く
思
っ
て
る
ん
で
す
よ

三
越
は
、
元
町
の
リ
ッ
チ
さ
の
象
徴
で

す
か
ら
ね
。

杉
崎
確
か
に
こ
の
通
り
は
、
リ
ッ
チ

な
人
が
買
い
物
に
き
ま
す
。

堀
本
こ
れ
か
ら
は
、
心
の
リ
ッ
チ
な

人
が
集
ま
る
街
に
し
た
い
で
す
。

小
川
元
町
の
ゆ
と
り
を
も
っ
と
ア
ピ

ー
ル
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。

山
内
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
開

く
の
も
一
つ
の
方
法
で
し
ょ
う
。
す
で

に
、
同
月
堂
の
ホ
ー
ル
で
は
、
さ
ま
ざ

将
来
は
常
設
し
た
い
。

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
ま
す

て
も
、
以
前
か
ら
あ
る
三
越
の
リ
ッ
チ

。
ア
ン
ド
・
エ
レ
ガ
ン
ス
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
て
ね
。 蕊Ｍ１蕊 §

魁昌猛Ｚ

杉崎守男 池田晴夫

くiiM燕鷲部部長〉

お
店
同
士
の
情
報
交
換
を
も
っ
と
行
な

が
、
あ
れ
も
、

強

本
当
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
で
き
る
す
ぱ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
ま
す
。

私
ど
も
の
文
化
教
室
で
も
元
町
の
シ
ッ

ク
さ
を
強
調
す
る
催
し
を
や
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

杉
崎
私
ど
も
の
店
で
は
、
夜
の
商
店

街
を
明
る
く
す
る
意
味
か
ら
、
毎
夜
９

時
ま
で
は
、
お
店
が
閉
ま
っ
た
あ
と
も

堀本恵子

く罫二手ﾆド〉<総綴離農〉

ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
明
り
を
灯
け
て
い
ま
す

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
そ
う
し
て
ほ
し
い
。

芦
原
こ
れ
か
ら
は
、
元
町
の
お
店
と

百
貨
店
が
も
っ
と
コ
ン
タ
ク
ト
と
り
あ

っ
て
、
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
私
の
店

で
は
、
う
ち
で
売
っ
て
な
い
商
品
を
お

客
さ
ん
が
求
め
た
時
に
は
、
そ
の
品
物

が
あ
り
そ
う
な
お
店
を
紹
介
し
て
あ
げ

る
の
で
す
。
元
町
全
体
が
そ
う
い
う
姿

勢
で
商
売
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

小
川
元
町
自
体
を
一
つ
の
大
き
な
百

貨
店
に
す
る
の
で
す
よ
。

芦
原
今
、
パ
リ
祭
に
ち
な
ん
で
、
イ

っ
て
、
お
客
さ
ん
が
買
い
物
し
や
す
い

状
況
を
作
る
べ
き
で
す
。

堀
本
そ
れ
と
や
は
り
、
元
町
に
は
、

す
て
き
な
オ
ー
ナ
ー
が
い
て
、
そ
の
人

に
会
う
た
め
に
こ
こ
へ
来
る
の
で
す
。

杉
崎
元
町
の
方
、
百
貨
店
の
方
が
そ

れ
ぞ
れ
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
で
、
元
町

の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
さ
ら
に
新
し
く
、
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こんにちは赤ちゃん

平野理恵ちゃん／伊丹市荒牧亨木ノ下Ｉ
完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

丑芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

実験交流サロン

シアターーー･ ポシェット
８月１９日
８月2 5 日

８月2 6 日

琵琶の会・柴田旭堂
サロンコンサート
古い楽器アンサンブル
歌とピアノの会
美陽会

☆シアター利用のご案内
●曜日、時間／土、日暇日（通常）Ａ・M 1 0 : 0 0～P .Ｍ８:００
●費用／ホール設備の使用無料。光熱、空調、管理費のみ実費
･ 付帯設備／グランドピアノ・エレクトーン・録音、音響機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダー､ マイク、映写機等
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんぢか入口
〒６５o 神戸市中央区三宮町１丁目５－１住友銀行ピル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進竃３３１－６３０２～３

6８
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左
図
の
よ
う
な
見
本
の
応
募
票
を

作
品
の
裏
に
貼
付
け
て
く
だ
さ
い

春夏秋冬神戸風景

神戸の風景夏シリーズ
写真コンテスト作品募集

主催月刊神戸っ子
協賛／㈱兵庫フジカラー

畦f・
産ヨ応募要項

住所

題名

･ 推薦１名月刊神戸っ子賞( 賞金５万円）
･ 特選３名月刊神戸つ子賞( 賞金２万円）
･ 入選１０病月刊神戸っ子賞( 賞金５千円）
･ 佳作３０名兵庫フジカラー賞

題材新しい神戸の夏の風景、生活など
を、あらゆる角度からねらった新
作を募集します。

細則サイズ白黒、カラープリントはl X I ツ切、
組は５枚以内、カラースライドは
３５１ﾘh版以上

歳

e 応募作鮎は未発表のもの､ または他に発表予定のないも
のに限ります。
･ 入賞作品の著作権は主催者に屈します。
･ ﾓ ヂﾙ 搬影の場合は、本人の同意を受けてドさい。
･ 入賞作! Y Ｉのネガは通知があり次第主催者に送っていただ
きます。

･ 応募作, 砧は返却いたしません。

募集締切昭和5 9 年８月3 1 日( 当日消印有効）

受付場所月刊神戸っ子編集室
（郵送、又は持参のこと）

発表締切り日の翌月、応募者に直接通
知いたします。

新しい神戸の風景写真コンテスト
審査堀内初太郎先生、緒方しげを先生

小山保先生、小泉康夫

取扱材料店名

･ お問い合わせ･ 月刊神戸つ子／〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ビル9 F 冠0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

男・女

絞り

氏名
レンズカメラ

展示ギャラリー神戸時代

シャッター
印画紙
撮影場所

フイルム
撮影年月日6N
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神
戸
に
関
西
で
初
め
て
の
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
直
営
店
が
、
昨
年

９
月
元
町
三
番
街
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
パ
リ
、
マ
ル
ソ
ー

街
の
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
本
店
で
は
昨
年
ｎ
月
に
創
業
剛
周
年
を
記

念
し
て
、
本
店
２
階
に
〃
鞄
の
博
物
館
″
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
今
回
こ
の
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
加
点
を
「
時
を
た

ど
る
旅
」
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
展
と
し
て
特
別
に
日
本
で
初
公
開
。

神
戸
で
は
初
の
フ
ラ
ン
ス
週
間
に
合
わ
せ
て
、
７
月
３
日
１
８

日
、
神
戸
国
際
会
議
場
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
全
国
の
ト
ッ

プ
を
き
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
来
日
さ

れ
た
パ
リ
本
社
で
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
カ
バ
ン
博
物
館
を
担
当
し
て

い
る
ド
ミ
ニ
ク
・
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

ＦＡＳＨＩＯｌＶ●ＲＥＰＯＲＴ
ドミニク・クレマンソーさんを訪ねて

ﾙｲ･ザｨﾄﾝ130年の"時をたどる旅”
ドミニク・クレマンソー
< ルイ・ヴイトンハリ本A l 『・カバン博物館狐､ ' 1 〉

蝉

ｌ
日
本
で
公
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
い
き
さ
つ
は
？

ク
レ
マ
ン
ソ
ー
（
以
下
Ｃ
で
略
）

昨
年
、
今
ま
で
ヴ
ィ
ト
ン
の

持
っ
て
い
る
古
い
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
展
示
し
て
、
ヴ
ィ
ト
ン
の

歴
史
を
物
語
る
回
顧
展
を
パ
リ

本
店
の
２
階
に
つ
く
っ
た
の
で

す
が
、
や
は
り
、
全
世
界
の
人

に
も
そ
の
歴
史
を
見
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、
日
本

の
方
に
も
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
し
て
。

Ｉ
他
の
国
々
で
の
反
響
は
い
か
が
で
し
た
？

Ｃ
３
年
前
に
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
行
い
ま
し
て
、
ド
イ

ツ
で
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
３

カ
所
で
、
今
年
５
月
に
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
特
に
釦
世
紀
初
め
は
、
豪
華
客
船
な
ど
に
よ
る
船
の
旅

が
多
く
、
加
日
Ｉ
釦
日
か
か
る
長
旅
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
た
く

さ
ん
の
も
の
を
持
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
靴
や
衣
類
を
機
能
的

に
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
ト
ラ
ン
ク
に
興
味
を
も
た
れ
た
方
が
多

か
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。
と
に
か
く
、
１
つ
の
目
的
の
た
め
の
ト

ラ
ン
ク
、
つ
ま
り
、
靴
だ
け
な
ら
靴
だ
け
の
ト
ラ
ン
ク
、
デ
ス
ク

『

心

鉾
熱
鍵

１
７０
１
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熱心に見ているお客様（上) 、スタッフ大集合（下）

用
な
ら
デ
ス
ク
用
の
ト
ラ
ン
ク
と
い
っ
た
具
合
に
、
目
的
に
応
じ

て
１
つ
ず
つ
ト
ラ
ン
ク
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
よ

う
で
す
ね
。

の
こ

’
き
ち
ん
と
跡
し
て
あ
る
ん
で
す
ね
．

Ｃ
ル
イ
。
ヴ
ィ
ト
ン
社
が
も
と
か
ら
持
っ
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
Ⅷ
ｌ
伽
あ
っ
て
、
そ
れ
を
全
部
整
理
し
て
、
あ
と
足
り
な
い

も
の
は
買
い
足
し
て
。
例
え
ば
、
展
示
し
て
お
り
ま
す
ス
ク
レ
テ

ー
ル
。
ラ
ン
ジ
ュ
な
ど
は
私
が
イ
ギ
リ
ス
で
見
つ
け
て
き
た
も
の

な
ん
で
す
。

ｌ
例
え
ば
ス
ト
コ
フ
ス
キ
‐
な
ど
箸
名
な
方
の
ト
ラ
ン
ク
が
あ

っ
た
り
す
る
の
は
、
本
人
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
す
か
。

Ｃ
こ
こ
に
来
て
い
る
の
は
ス
ト
コ
フ
ス
キ
ー
本
人
の
も
の
で
は

な
い
の
で
す
が
、
最
初
の
モ
デ
ル
は
ス
ト
コ
フ
ス
キ
ー
の
注
文
で

つ
く
っ
て
、
そ
れ
以
降
ス
ト
コ
フ
ス
キ
ー
と
い
う
名
前
が
付
い
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
で
も
注
文
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

に
ま
も
の

ｌ
ル
イ
。
ヴ
イ
ト
ン
氏
の
素
晴
ら
し
い
知
恵
の
賜
と
で
も
い
え

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
鞄
と
し
て
の
機
能
性
な
ど
、
す
ご
く
よ

く
考
え
て
つ
く
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
い
つ
も
感
心
し
て
い
る
ん
で

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
特
に
感
銘
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
ど
う

鱗
豊蕊;射議

１
７１
１

い
う
と
こ
ろ
か
し
ら
。

Ｃ
マ
ル
チ
エ
（
鞄
づ
く
り
）
の
専
門
家
と
し
て
、
お
客
様
が
ギ

タ
ー
で
も
ス
テ
レ
オ
で
も
持
っ
て
き
て
、
こ
れ
を
運
び
た
い
と
言

え
ば
、
そ
れ
に
ピ
ッ
タ
リ
の
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
伝
統

と
技
術
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
ね
。
手
作
り

だ
か
ら
、
何
で
も
で
き
る
ん
で
す
ね
。

Ｉ
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
こ
の
鐙
仕
事
に
？

Ｃ
も
と
も
と
は
現
在
の
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
社
の
社
長
で
あ
る
ラ

カ
ミ
エ
の
秘
書
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
古
い
も
の
が
好
き
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
３
年
前
に
ヴ
ィ
ト
ン
の
博
物
館
を
つ
く
る
と

き
に
、
こ
の
仕
事
を
ひ
き
う
け
た
ん
で
す
。

ｌ
ず
っ
と
見
て
ま
し
て
、
馬
車
か
ら
船
船
か
ら
飛
行
機
へ
と

社
会
情
勢
の
変
遷
、
そ
し
て
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
ト
ラ
ン
ク
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
だ
、
と
い
う
の
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
ね
。

Ｃ
ト
ラ
ン
ク
の
歴
史
だ
け
で
は
な
く
「
時
を
た
ど
る
旅
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
と
お
り
旅
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
わ
け
で
す
。
ル

イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
１
８
５
４
年
に
で
き
て
剛
年
の
歴
史
が
あ
る
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

ｌ
そ
う
い
っ
た
ト
ラ
ン
ク
な
ど
は
や

は
り
、
お
客
様
の
要
望
か
ら
出
来
て
く

る
の
で
す
か
？

Ｃ
も
ち
ろ
ん
お
客
様
の
要
望
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ヴ
ィ
ト
ン
が
常
に
発
明
し
、

新
し
い
も
の
に
ト
ラ
イ
し
て
つ
く
っ
て

き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ル
イ
・
ヴ

ィ
ト
ン
は
い
つ
も
鞄
の
〃
創
造
者
″
で

あ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
る
ん
で
す
。

ｌ
〃
チ
ャ
レ
ン
ジ
“
と
い
う
の
が
、

一
番
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
で
す
ね
。

Ｃ
Ｈ
本
で
は
Ｌ
Ｖ
の
柄
の
も
の
が
有

名
で
す
が
、
無
地
で
シ
ン
プ
ル
な
〃
チ
ャ

レ
ン
ジ
〃
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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わしのボトルのウイスキーに
まぜてあった薬は
声i 6 W 鋤) でかくなる薬で､ を
謡演会でもマイクす) m いらない
萱難【たときにも声z j v 達氏へとどくと
便利このうえないのＣ､ や

の研究室岡ふをそ 一
一
序

ｍ
ｍ
ｌ

型

とこうす)"そzkか‘，
どこかへL ) うてL もうた
おまえ釦らんか？

7２

一＝、毒< 一一
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その角

蕊慕へJL‘

⑪終

7３
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